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トピックモデルとその応用 -

















その時間発展を考慮した拡張モデル Dynamic Stacked Topic Model を発案している. トピックよりも抽象度の高
い段階での分析が可能となり, Dynamic Stacked Topic Modelを用いた分析は経済分野でも有用であると期待さ
れる.
3 Dynamic Stacked Topic Model
トピックモデルの一つである LDA[Blei+ 2003]の拡張モデルである,Dynamic Stacked Topic Model（以下DSTM）
について説明する. 時間発展する階層構造を持つ文書を分析するために提案された手法である. トピックに階層構
造を導入してトピック間の関連性をモデル化した,Pachinko Allocation Model[Li+ 2006] と, 多重スケール性があ
る時間発展を考慮したMultiscale Dynamic Topic Model[Iwata + 2010]を基にしている.
　 DSTMの生成過程を以下に示す. 　
　
1. for セクション l 2 f1 : : : Lg :
 セクションの事前分布を生成
t;l  Gamma(t 1;)
2. for トピック k 2 f1 : : :Kg :
 各トピックの単語分布を生成
t;k  Dirichlet(t;zt 1;z)
 for 文章 d 2 f1 : : : Dtg :



















モデルを用いない手法が普及している. 実現ボラティリティ(Realized Volatility, 以下 RV)が知られており,高頻
度データと呼ばれる日内のデータの標本分散を用いてボラティリティを推定する手法がある. 本研究では RVを用

















式 (1)を RVの AR(1)モデルに外生変数として加える.
基となる AR(1)をはじめに確認し,次にスコア式 (1)を加えたモデルを表す.
logRVt = RVt 1 + !t
!t  N(0; 2)
st;i logRVt = RVt 1 + !t
!t  N(0; 2)
ただし ;!は回帰変数であり,0 <   1, 0 < !  1である.
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